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ロータリーを祝おう 
１００年の歩み     

四つのテスト ～言行はこれに照らしてから～ 

１．真実かどうか ２．みんなに公平か ３．好意と友情を深めるか ４．みんなのためになるかどうか 
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          古本 宏文  
 

          大原 一浩 
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2004～2005年度  
国際ロータリーのテーマ 

本日の例会 
№ ２０１１ 

№ ２０１２ 

次週の例会 

2004年 11月  2日 第17回 例会 

 

 

家 族 会 
 

 百済寺（湖東三山の紅葉見学） 

 八日市「招福楼」にて例会（昼食） 

 近江八幡水郷めぐり 

 鮎家の郷にてお買い物 

 

産業文化会館 午前８時３０分出発 

★ 点 鐘 

★ 「君が代」斉唱 

★ ロータリーソング 
     「奉仕の理想」 

★ 今週の歌  「虫の声｣  
ソングリーダー 大原一浩 会員 

★ 卓 話 
「クラブフォーラム」 

ロータリー財団月間 

福井芳弘ロータリー財団委員長 

 

「2003-04年度皆出席表彰」 
 

★ 点 鐘 
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ガバナー公式訪問 
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会 長 報 告 

  本日はガバナー公式訪問

ということで、中嶋ガバナー

が来会されました。ここ数年

は     ガバナー補佐が代行さ

れておりましたが、ガバナー

が直接見えられるのは、４年

ぶりということで私自身大変緊張しております。

ロータリアンとしても輝かしい実績をお持ちでこの

後おこなわれますクラブ協議会も、的確なご指導が

されるものと期待しております。 

 ところで先週土曜日に、新潟県中越地震が発生し

ました。本震は規模震度６強とのことですが、実際

は震度７ではなかったという意見もございます。

刻々と報道がされるのを見るにつけ、被災者のこと

を考えると心がいたみます。貝塚ロータリークラブ

としてもじっとしてはいられません。災害義援金は

急を要しますので、地区でするのか、各クラブです

るのか、後ほど中島ガバナーよりお話があるものと

思います。                               

 報告事項ですが、前回の例会で申し上げたとお

り、例会後、次年度の理事・役員の指名委員会を行

いました。そのとき推薦された候補者を１１月の理

事会にはかり、クラブ 細則にのっとり年次総会の１

カ月前のクラブ例会で発表し、年次総会でもって承

認を得る予定ですので、宜しくお願い致します。

                                        

委 員 会 報 告 

本日例会終了後、この場所におきまして中島ガバ

ナーをお迎えしてのクラブアッセンブリーを開催さ

せて頂きます。直接ガバナーからご指導頂けるチャ

ンスですので全員参加で宜しくお願い致します。 

お客様のご紹介 

国際ロータリー第2640地区 
 

中島 治一郎 ガバナー 

幹 事 報 告 

   

   ＊社会奉仕委員会 

 

信 聖瑞 委員長 

 

 年初、地域活性化を目的に市内の幼稚園・小学校

へ球根セットを贈呈する予定をしておりましたが、

計画を一部変更して、近々貝塚３小学校へ各１００

セット寄贈することに致します。 

 

 

＊会員増強委員会 

大原 一浩 委員長 

 

 新会員候補者１名（女性）のご紹介があり、貝

塚商工会議所専務理事にアポイントをお願い致し

ましたが、現在ソロプチミスト会員のため、現状

は難しいとのことでした。これからも会員増強に

向け皆様のご協力をお願い申し上げます。 
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中島ガバナー本日はようこそおいで下さいまし

た。宜しくお願い致します 

 先日の南輪会ゴルフ大会で優勝致しました 

・・・・・奥田  稔 会員 

 

中島ガバナーようこそお越し下さいました。本

日は宜しくお願いします 

・・・・・籔内 伸泰 会員 

 

中島ガバナーようこそお越し下さいました。本

日は宜しくお願いします 

・・・・・塔筋 重治 会員 

 

南輪会で飛賞に入りました 

・・・・・水谷 嘉男 会員 

 

中小公庫クローバー会総裁杯とりきり優勝 

・・・・・畑野  恒 会員 

 

前回欠席お詫び 

・・・・・尾道  博 会員 

 

連続欠席お詫び 

・・・・・塩谷 一郎 会員 

 

 

 

 

累計 437,771円 

 

 

 

出 席 報 告 

10月26日 出席会員２４名 １００％ 

10月16日 ＭＵを加えて １００％ 

本日の１００％テーブル ホームクラブ

100%出席 

会員数２５名 出席義務会員 ２４名 

 

 

卓 話 

「ガバナー所感」 
 

国際ロータリー第2640地区 
ガバナー 中島 治一郎 様 

 

 私は１９８６～８７年度に一度ガバナーを務めており

まして今回で２度目となり、間に１８年あるわけです

が、私の公式訪問に対する考えも随分変わって参りまし

た。最初にやりました頃にはアメリカで国際協議会とい

うものがあり、次期ＲＩ会長がガバナーを集め方針を伝

えられまして、そして一週間缶詰の勉強をさせ、次期Ｒ

Ｉ会長が次期ガバナーに「私ほどロータリーの事を解っ

ているものはない」と洗脳され、その後ＰＥＴＳや地区

協議会を開きそれを皆様に伝達していくということでし

た。今回は国際協議会も１日半おった状態で、この１８

年間の間で色々な事を学習し国際ロータリーの表も裏も

全部解ってしまいました。地区というのは国際ロータ

リーの意を受けて地区にあるクラブの皆様方を指導した

り押さえつけたりする立場では決してなく、クラブの皆

様方が主役でその方々がやる気になられて活躍するのを

補佐する役目がガバナーであると良く解りましたので、

今回は皆様方の相談役的な役割を果たしたいと思い各ク

ラブを廻らせて頂いております。今日が６１クラブ目で

今まで６０クラブを廻り、皆様に「中島ガバナー、最近

はお変わりになりましたね」とよく言われ、これは国際

ロータリーの会長自身が国際ロータリーのあり方、地区

のあり方につきまして非常に変わって来られたこともあ

ります。これはビチャイ・ラタクルという一昨年タイか

ら出ました会長で、この方が初めて国際ロータリーの上

から押さえつける組織ではなく、皆様方が活躍される場

でなくてはならないと云われました。これは当然な話

で、国際ロータリー１２０万人の会員がおられて、それ

を上で操るということは考えも出来ないことで、皆様が

一生懸命されるのを支えるのが当然の努めです。 

     （次ページへ続く） 
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ようやくこのことに国際ロータリーも気付きました。

去年のアフリカから出ましたジョナサン・マジィアベと

いう初めての黒人の会長がそれを踏襲致しまして「草の

根運動」と云っておりますが、皆様方を草の根と呼ぶの

はいけないと、注釈をつけて念を押して云っており、皆

さんが主役であるということを非常に強く主張されてお

りました。   

今年のグレン・エステス会長は南部出身のアメリカ人

ですが、この方は前任お二人より飛び抜けて皆さん方が

主役であるというお考えです。素晴らしいアメリカ人で、

私たちはロータリーで思いやりの普及運動をやっており

ますが、本当に思いやり深い方です。１００周年の国際

ロータリー会長として非常に正しい方だと思っておりま

す。次はスエーデンから出て参りますカール・ヴィルヘル

ム・ステンハマー氏ですが、この方もすでに逆三角形のイ

メージをされておられまして皆さん方が主役とはっきり

申しておられます。この方が大阪国際大会に来られまし

た時に、私がジョナサン・マジィアベ会長に頼まれまして

ずっと面倒を見ておりましたので性格も随分解り、本当

に心から皆さん方が主役と思っておられます。 

その次にＲＩ会長をされますウィリアム B・ボイルさん。
この間の９月の１０日過ぎに会長と決まり、この方は今

私がやっております国際ロータリーの監査運営審査委員

会で今まで過去４年間一緒に委員をやっておりまして、

６年委員会ですのでもう２年一緒にやります。一緒に４

年間仕事をしてきて良く解っており、この方は民主主義

主張型の方で皆さん方に是非頑張って頂き私たちは下か

ら支えると申しております。５年も続いてこういう考え

方が主張されますと国際ロータリーに根付く訳でありま

して素晴らしい事だと思っております。この地区でも私

は盛んに皆さん方が主役ですから、各クラブで自主的な

活動を実施して頂きたいと初めから主張しております。

中には今まで通り国際ロータリー会長が目標をたてられ

て地区も目標をたてられて具体的な目標を示して貰った

方がやりやすいというクラブも沢山ございます。自主的

にやれと言われても戸惑ってしまうというクラブもござ

いますが、自主的な判断で各クラブがこういう形で自分

のクラブは進めたいという考えでお進めになるのが至当

だと思います。たまたま今年はロータリー１００周年で

ございまして、これはまたとない貴重な機会で、貝塚ＲＣ

の様に４１年間もの歴史を持っておられるクラブも一度

過去を振り返って頂いて、貝塚ＲＣのよい所を延ばし、悪

い所を正すという検討の中で、改めてどういう形の貝塚

ＲＣとして足を踏み出すか再検討頂き、新しい貝塚ＲＣ

の形というものをお定め頂きたいと念じております。そ

れは例えばこれ位の会員数でこういう同士を迎えて、こ

ういう奉仕活動に力を入れて進んで行こうではないかと

いうことを中心に色々な事を皆さん方でご協議頂き、貝

塚ＲＣを育てて頂きたいと思っております。今まで６０

クラブ廻りましてそれぞれのクラブにそういうお願いを

して参りました。１００周年という機会だからそういう

事も一度やってみようと云って下さるクラブも多く、貝

塚ＲＣに於かれましてもご協議頂きたいとお願い致しま

す。 

今年のＲＩ会長グレン・エステスさんが私を通じまして

皆様方にお伝えをしてほしいという項目が３つござい

ま。その１番目は会員増強です。 
これは１２０万を有する組織が、いい仕事をしてると確

信すればする程それを必要とするための同士の数が多

いに越した事はないと思われるのはＲＩ会長として当

たり前の事だと思います。 彼はただ数を増やして欲し

いと云う事だけを云われているのではなく、いい仕事と

するための同士を増やして欲しいとおっしゃっており

ます。 数を増やすのといい仕事とするための同士を増

やすのでは全然内容が違うと私は思っております。  

この会員増強に関しましての国際ロータリーで起こっ

ております現象をお話させて頂きます。そうしますとグ

レン・エステスさんが申してます、いい仕事をするため

の同士を増やして欲しいという意味がもっと明らかに

なってくると思います。 

今国際ロータリーの中で、国別に云いますと会員を一番

増やしているのはドイツで、ここ数年ずっと右肩上がり

で増やしており、昨年度にとりましても世界の中で一番

数を増やしました。 
一番減らしておるのが我が国日本であります。ここ数年

ずっと右肩下がりで減らして参りました。昨年度実質に

しましても世界で一番マイナスが多かった国です。アメ

リカがマイナスが多かった２番目であります。しかしア

メリカの場合は３９万人ロータリアンがおるわけでご

ざいまして、１０万６千人の日本に比べましたら３倍以

上です。そういう３倍以上をもちましてもアメリカの方

が減らし方が少ないのです。マイナス率が少ない。それ

程日本が減らしてしまった訳です。 皆さんもお考え頂

いたらもう簡単に同じように思われると思いますが、ド

イツと日本は非常によく似た国だと私は思います。経済

的な能力と致しましても、国民性から見ましても非常に

よく似た国だと思います。ＤＮＡと申しますか遺伝子も

お互い素晴らしい物を持っておりますし、あらゆる面で

日本と似ている、その似ている国が国際ロータリーの会

員数という現象におきましては全然正反対です。 

一方は世界で一番増やした国で、一方は世界で一番減ら

した国です。何故か？何故そういう結果が出てしまった

のか、私の分析をお聞き頂きたいと思います。 

ドイツは各クラブが入会基準を厳しくしようと申し合

わせて、ここのところずっと非常に厳しい入会基準でな

かなか入会できないそうです。そうしますとおかしなも

ので人間というのは入りたくなる。あの厳しい入会基準

をクリアして入会したいという人が増えてきて、退会者

が出てこない。加えまして市民の皆さん方がロータリア

ンを尊敬し始め、クラブの皆さんも自分に誇りを持たれ

ます。 日本は逆に非常に入会基準を下げて参りまし

た。それはロータリーのルール自身が非常にルーズにな

りまして、例えば職業分類にしましても１９０５年以来

ポールハリスが設定した一業種一人だったのに、それを

緩めてしまい一業種五人にまでなり、クラブの人数に

よってはまだプラスアルファーできるということです。 

（次ページへ続く） 
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でどれだけ成長したか驚くばかりで非常に感動的であ

ります。ロータリー財団という道具の良さを知って頂

くために、帰って来た学生の中から最低一人のお話を

聞いて頂き、素晴らしい事を実感して下さい。 

 三番目はポリオの撲滅に関してです。ポリオ撲滅運

動は１９年間続けています。未だにまだ発生していま

す。ナイジェリアが殆どで８００件ほど発生していま

す。インドはもう６９件ほどに減りました。「２００

０年までにゼロにしてそれ以後もゼロを続ける」とい

うことを皆様にお約束し、２００５年６月のシカゴで

の世界大会で、皆でこの地球上からあの忌まわしいポ

リオをなくした喜びを分かち合おうと云ってましたが

未だに発生しております。 

しかし、毎年５０万件発生しておりましたポリオが今

はもうそれの０.２％位まできた訳です。もうゼロは直
ぐであります。来年のシカゴ大会に間に合いませんで

も近い将来ゼロになります。そして発生ゼロを続けて

「地球上からポリオをなくしてしまおう」という運動

をしている自覚をお持ち頂き、ゼロにご協力を頂きた

いと思います。金銭的なご協賛は殆ど必要はなくなり

ました。私共の地区は世界でも一番進んでポリオ撲滅

運動の為の金銭的な支援をやって参りました。 

もう地区からは支援は致しません。しかし、想いだけ

はまだポリオ撲滅運動の最中におる、何としてでもゼ

ロにしようと強い気持ちだけは持って頂きたいと思っ

ています。 

財団は色々なプログラムを作りますが活用しなくては

意味が無いので、皆さんの地域からも有能な国際親善

奨学生が出るよう足を踏み出して頂きたい。ＧＳＥ

（財団研究グループ）も一緒であります。４人のロー

タリアンでない優秀な青年と団長の５人で海外へ５週

間前後、各年で派遣し合ってその国の文化等々を勉強

し、また、色んな職業研修などを経験し帰って参りま

す。向こうからも参ります、今年度はブラジルからで

す。昨年度は日本からブラジルに向かいました。来年

度は本部のありますエバンストンの周辺の地区へ派遣

を致します。その次の年は向こうからのチームを受け

入れます。こういう団員も皆様方の地域社会からお出

し頂く努力を頂きたいと思うのであります。ＧＳＥは

わずか５週間前後でありますが、やはりこれも驚くほ

ど非常に成長致します。こういう体験をさせるチャン

スを是非地域の方に与える努力をして頂きたい。皆さ

んのクラブから団長を出して頂いても構いません。 

私も今から２０年ほど前にタスマニアへＧＳＥの団長

として参りましたが、未だに交流をしております。団

員として行かれた方も今でも同じような交流をしてお

られます。折角のプログラムですので生かす努力をし

て頂きたい、またそういう有意義なプログラムを実際

ものにするには財政的な支援もいるとお考え頂きご支

援を頂きたいと思います。まずプログラム、私たちの

道具の存在を良くご理解頂きまして生かす努力をして

頂きたい、そして生かすには資金もいるなと云う事で

ご援助を頂きたいと思います。 
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その時どういう結果があるかと申しますと代表意識を

持つという事が非常に大切な事だと、私はこの町でこの

業種の代表であると誇りを持つのが非常に大事な事だ

と思います。 沢山の事はこの計測的なルールに基づい

て作られてます。 

 例えば職業奉仕、職業奉仕に纏わる綱領を見ますと一

つは道徳的な基準を上げるようにしましょう。道徳的な

基準を上げるために持っている格言・哲学・考え方をあ

なたがあなたが代表する業種の皆さん方にそのメッ

セージを伝えて下さい。 これが職業奉仕活動の一つで

あります。ロータリーの良い所を自分の同業者に伝えて

宣伝することです。 

 職業奉仕のもう一つは、自分の職業を品位あらしめる

ことに努力することも重要であります。職種の代表とし

て自分の人格を高めていく努力をしようと、そして自分

たちの職業の全体の品格を上げていく模範となる。これ

は代表者としての自覚そして誇りであります。従いまし

て私たちが職業奉仕、職業奉仕と云っておりますが、そ

の職種の代表としての意気込みが失われて来ている。 

ですからクラブの入会基準を高めてもう一度誇りを取

り戻すのも新しい考え方だと思います。そしてドイツは

それを実証しています。貝塚ＲＣにおかれましてもそう

いう新しいステップに足を踏み出すための新しい形を

お考えになる時に、どうすればもう一度昔のように今よ

りも高い誇りをクラブに持てるか、昔のように今より高

い尊敬の目を持ってくれるかを一つの基準としてそう

いう方向に貝塚ＲＣが向かいますようにご検討頂きた

いと思います。 

グレンさんの願いは、会員を増やして欲しいという事

は、自分のクラブに誇りを持つ、市民から尊敬の目で見

てくれるような、そういう同士を増やして行って下さい

と云われています。 

 二番目のお願いはロータリー財団への協力でありま

す。そう云いますとまず皆さんは「寄付だなぁ」と思わ

れると思いますが、そうではありません。 

ロータリー財団は私たちの財団であります。だったら

何のために存在するのか？これは私たちが国際奉仕と

云うものを活発的に行うための道具です。国際奉仕を

やろうと思ってもなかなかそういう機会に恵まれない

可能性があり、こういう道具を使って国際奉仕をし易

いようにしようと誕生して成長してきたものです。 

ガバナーを通じてその道具がどの様なものがあって、

どの様に便利か、どの様に使い勝手が良くって、どの

様に存在価値があるかを再認識して頂くよう云われて

来ました。１１月は「ロータリー財団月間」です。

ロータリー財団という道具の中では奨学金システムが

非常に有用だと思います。国際親善奨学生を選び外へ

出す、また外からも受け入れるという形で国際理解を

深めるプログラムです。実際毎年１５～２０人海外に

出しておりますが、その国際親善奨学生が一年間にど

れだけ成長するか、本当に具体的に説明できない位の

成長ぶりです。先日クラブの会長並びに委員長に和歌

山で帰国報告を聞いて頂きました。大学生がわずか一

年間アメリカへヨーロッパへアジアへ行ったそのお陰 
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中島ガバナーをお迎えしてのクラブアッセンブリー 

南輪会ゴルフコンペ 
開催日：１０月２１日(木) 

     場 所：泉南C.C.  
     ホスト：泉佐野RC 

優 勝 
  

奥田 稔 会員 


